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文責 校長 五十嵐 

学習発表会も終了し、どの学年もじっくりと落ち

着いて学習に取り組んでいます。本年度は、新学習

指導要領完全実施の初年度であり、先生方はそこに

示された「主体的・対話的で深い学び」のさらなる充

実に向け、それぞれの授業を工夫しながら実践して

います。 

そんな中、１３日（金）にはいわき市教育委員会・い

わき市総合教育センターの指導主事が来校され、全

学年の授業を参観されました。これは「学校訪問」と

呼ばれ、学校経営及び管理の充実と適正化、教職員

の指導力向上を目的として実施されるものです。 

各担任は、子どもの実態を踏まえ、１時間の授業の

ねらいを明確にしそれを達成するための授業の準

備を進めてきました。授業の様子を見ると、子ども

達は本時の課題をしっかりと押さえ、課題解決に向

けて友だちと考えを交流したり、これまでの学習内

容を活用したりしながら意欲的に取り組み、自分の

考えを深めていました。まさに、「主体的・対話的で

深い学び」の実践です。授業後には、指導主事と授

業者が協議会を行い、授業の成果と課題を共有しま

した。 

私たちの指導力・授業力向上には終わりはありま

せん。子ども達の力をさらに伸ばし高めていくため、

今後も、このような研修を着実に積み重ねていきた

いと思います。これからも、子ども達と同じように、

私たち教員もしっかり学び、学んだことを子ども達

に還元していきたいと思います。 

 １１月１１日には、子ども達が楽しみにしていた鑑賞

教室を実施しました。今年は、劇団風の子北海道さ

んによる「マーレンと雨姫」を鑑賞しました。 

先日、学習発表会を終えたばかりということもあ

り、「表現すること」に高い興味・関心を持って鑑賞

することができました。工夫された舞台装置、演者

の発声や演技の迫力・・・、あっという間の７０分間で

した。「表現するプロ」の演技に触れ、子ども達の感性

もさらに豊かになったようです。 

【今月の行事について】 

〇マラソン大会 ～ １１月１８日（水）（荒天時 11/20へ） 

  ・低学年 １０：１５～ 

  ・中学年 １０：２５～ 

  ・高学年 １０：４０～ 

 校庭や沿道で子ども達の力走にご声援をお願いしま

す。なお、沿道で応援される際は安全なお車の駐車にご

配慮ください。また、子ども達の安全確保へご協力いた

だけましたら幸いです。 

 

〇個別懇談 １１月２４（火）～２７日（金） ４日間 

             （予備日として１１月３０日） 

 ・子ども達の２学期の学習や生活のがんばりをお伝えし

ます。また、ご家庭での様子もお伺いし、今後の支援に

生かしていきたいと思います。なお、日程につきまして

は各学年の案内を参照ください。 
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